
令和4年度活動報告

1）会員管理

R4年度会員数(2023年3月31日現在)  

会員種別 H30年度末
(H31.3.31)

R1年度末
(R2.3.31)

R2年度末
(R3.3.31)

R3年度末
(R4.3.31)

R4年度末
(R5.3.31)

個人会員 634 620 587 584 527
学生会員 247 195 130 96 111

海外会員
*OECD 3 3 2 2 3
海外会員それ

以外
1 1 1 4 4

法人会員 6 5 5 5 5
名誉会員 12 12 11 11 11

計 903 836 736 702 661

＊上記集計はメール・郵便物不達者を除いた数。個人会員資格喪失者（過年度未納2年）を除いた数。
＊R3年度末の個人会員には、非会員６名（会費請求しない）を除外。
＊学生会員は、資格継続確認に未回答数を含む。

法人会員
日本製鉄（株） ／日本ガイシ（株） ／東レ（株） ／
本田技研工業（株） ／ JFEテクノリサーチ（株）／
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 1. 総会
2022年 6⽉ 10⽇(⾦） 13:00-13:55 Zoomオンライン

   2. 定例理事会
         2022年 6⽉ 10⽇(⾦） 15:00-16:30 Zoomオンライン （第1回）
         2022年12⽉ 5⽇（⽉）15︓00〜16︓30ハイブリッド会議（第2回）

現地会場︓産業貿易センタービル2階 ⼩展⽰室
   3. 臨時理事会

2023年 3⽉31⽇（⾦）14︓00〜16︓00 Zoomオンライン
2023年 6⽉10⽇（⼟）13︓00〜14︓00 対⾯とオンライン

2)  総会・定例理事会・臨時理事会・書⾯審議
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3)  以下、各委員会活動報告
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MRS-J Bulletinの公開・MRMチュートリアル動画配信について
2023. 2.24 「第32回年次⼤会」チュートリアルの動画を、会員ページにて公開

MRS-J Bulletinを会員ページにて公開予定

編集委員会 委員長渡邉友亮 副委員長 内田儀一郎

• 第32回MRS-J年次⼤会のチュートリアルとして、12⽉4⽇にTU1︓⾼井先⽣(東),TU2︓
⼤場先⽣(東⼯⼤),TU3︓⽥村先⽣(物材機構))の3講演をZOOM webinarで開催し
た。

• 3名の講師の先⽣⽅に動画公開同意書にサイン頂いた。3名の講師の先⽣⽅へ謝⾦（講
義で2万円＋会員サービス動画公開で2万円）を予定。

• イントラックスシステムズ株式会社（ご担当者︓伊東様）に動画編集及び動画配信設定を
発注し、ご納品戴いた。⼀式55,000円(税込み)。

• 2023年2⽉28⽇、事務局より⽇本MRS会員に動画公開の案内メールを送信し、会員に
動画を公開した（動画配信の⼀連の作業を完了）。
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日本MRSニュース編集委員会 ニュース編集委員長 岩田展幸
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2021年 Vol. 34-No.2 July  
目 次
やあ こんにちは

新型コロナウイルスのパンデミックと抗ウイルス薬

馬場 昌範
研究所紹介

佐賀大学 肥前セラミック研究センター
センター長・教授 矢田 光徳

研究トピックス

衝撃成形レプリカ標本のハンズオン触察評価
沖縄工業高等専門学校 生物資源工学科 嶽本 あゆみ

Report
The 6th E-MRS & MRS-J Bilateral Symposium 開催報告

2021年 Vol. 34-No.3 Sep.  
■第32回日本MRS年次大会

日時・場所：2022年12月5日（月）～12月7日（水）
産業貿易センター・波止場会館

主催：日本ＭＲＳ

2021年 Vol. 33-No.4 Dec.  
目 次
やあ こんにちは

高圧合成法を用いた新物質探索研究

物質・材料研究機構グループリーダー／北海道大学客員教授
山浦一成

研究所紹介
株式会社 本田技術研究所
先進技術研究所 材料・プロセス領域 チーフエンジニア
池田 知廣

研究トピックス
物理的な作用で発現する抗菌材料の開発
関西大学システム理工学部 機械工学科
伊藤 健

Report
IUMRS-ICYRAM2022 開催報告
実行委員長 長島一樹

2022年 Vol. 34-No.1 Mar.  
目 次
やあ こんにちは

東工大との統合および医療工学の更なる発展に向けて

東京医科歯科大学 生体材料工学研究所 教授(医療工学領域長)/
センサ＆IoTコンソーシアム会長 三林浩二（みつばやし こうじ）

第32回日本MRS年次大会報告
組織委員長 手嶋 勝弥（信州大学）
実行委員長 吉矢 真人（大阪大学）

ご案内
MRM2023/IUMRS-ICA2023
第33 回日本MRS 年次大会
協賛・公募
To the Overseas Member of MRS-J
編集後記
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https://www.mrs-j.org/pub/news/Vol_33_2_Jul2021_MRSJ.pdf
https://www.mrs-j.org/pub/news/Vol_33_3_Sep2021_MRSJ.pdf
https://www.mrs-j.org/pub/news/Vol_33_4_Nov2021_MRSJ.pdf
https://www.mrs-j.org/pub/news/Vol_34_1_Mar2022_MRSJ.pdf


広報・情報委員会 委員長 青木学聡
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「日本MRSにおける共催・協賛・後援依頼の取り扱いに関する考え方」につ
いて

• 広報・情報委員会では、「日本MRSにおける共催・協賛・後援依頼の取り
扱いに関する考え方」を取りまとめた。これは、他学術団体等から日本
MRSに対し、協力や名義貸しの依頼があった場合に、日本MRSより提示
する条件である。
– 用語の定義(共催、協賛、後援)
– それぞれの協力体制における

– 日本MRSの関与

– 日本MRSの義務

– 日本MRSに対する特典

– 承認プロセス

の妥当性について審議いただきたい。

• 参考資料
– 「日本MRSにおける共催・協賛・後援依頼の取り扱いに関する考え方」 : 

規程にするか?、事務局での運営ルールとするか?
– 「学術的会合等における日本MRSとの共催、協賛、後援依頼について」： 

Webページ内容案

令和4年度活動報告
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Webページにおけるイベント・公募情報の告知
実績についてはHP（https://www.mrs-j.org/）をご参照ください。

共催 協賛(または協力) 後援

日本MRSの関与 人的・金銭的負担を伴う内部
的な支援

人的・金銭的負担を伴わ
ない外部的な支援

人的・金銭的負担を伴わない
外部的な支援

日本MRSの義務 企画・運営への参加・支援
Webページでの広報
会員向けMLでの広報

Webページでの広報 Webページでの広報

日本MRSに対する特典 参加費、論文投稿費等の優
遇

参加費、論文投稿費等の
優遇

特になし

クレジット表記 必要 必要 必要

英文表記例 co-operated by MRS-J
co-sponsored by MRS-J

supported by MRS-J with endorsement of MRS-J

可否判断(内規) 日本MRS理事会での審議を
経て会長が判断

広報・情報委員会で審議
し、会長に報告

広報・情報委員会で審議し、
会長に報告
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そのほか報告事項

• MRS-J Webページの修正
– 「概要」における事業内容の整理

– 「研究会」の記述を整理

– Webページのスマホ対応
• 年次大会プログラムなどを優先し、段階的に実施

• TMRSJ バックナンバー公開
– 2011年以降の分は JSTAGEへ

– それ以前のものはMRS-J Webページで公開
• 一部欠番がある。情報提供を呼び掛ける予定

– 以上の取り組みより、「冊子販売」を終了へ
• 「複写依頼」は年次大会予稿集が未公開のため、まだしばらく残る

• 年次大会及びIUMRS関連学会予稿集の公開検討
– 著作権の問題

• 近年の発表は「著作権譲渡」の確認を行っている

• 古い予稿集については処理があいまい→「見切り発車」してよいか専門家に問い合わせ中

– 公開時に適用するライセンスの問題。「Creative-Commons」に沿ったものとして
処理を簡単にしたい

– MRS-Jとして、「公開時期」を定める必要がある。例えば・・・
• (年次大会に参加しなかった)MRS-J会員に対しては「半年後」
• 一般公開は「2年後」  (cf. 情報処理学会電子図書館 https://www.ipsj.or.jp/e-library/digital_library.html )
といったルール
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表彰委員会 委員長 佐藤貴哉
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日本 MRS 表彰委員会 
1. 日本 MRS 表彰委員会（以下 表彰委員会とする。） 表彰委員会委員長並
びに副委員長は MRS-J 理事会から推薦された理事が務める。 

2. 表彰委員会は、日本MRSが主催する研究発表会（年次大会、国際会議等）
の奨励賞選考委員会の正副委員長を推薦し、奨励賞の授与に関する規約と選

考結果の確認と承認を実施する。また、研究発表会の奨励賞受賞者の理事会

での承認（事後承諾）とHPなどによる公表の指示を行う。

3. 表彰委員会は、日本MRS年次大会の奨励賞の授与に関する規約を制定し、
企画立案し実施する。

4. 表彰委員会委員長の任期は、2年として次年度は表彰委員会副委員長が表
彰委員会委員長を務めることを原則とする。

令和4年度活動報告
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日本MRS表彰委員会 (暫定：現状維持を想定)
表彰委員長(Chair)：佐藤，副委員長(Sun-Chair)：渡邉，委員：齋藤，中野，手嶋
顧問：高井まどか＠東大
各イベントの選考委員長の推薦，規定(要綱)の評価・確認＋選考結果の妥当性の確認
→最終決定(承認)は表彰委員会とし，理事会への報告事項とする。

ただし，選考委員長の決定や大幅な規定(要綱)改訂等，審議の必要性がある場合は理事
会審議とする。

イベント１：第32回年次大会
選考委員長：X1，副委員長：X2
規定の決定＋選考＋選考結果の表彰委員会への報告

イベント２：MRM2022(開催される場合)
選考委員長：Y1，副委員長：Y2
規定の決定＋選考＋選考結果の表彰委員会への報告

イベント３：ICYRAM2022(？)等
選考委員長：Z1，副委員長：Z2
規定の決定＋選考＋選考結果の表彰委員会への報告

表彰状は，会長名(もしくは会長名＋表彰委員会委員長名)とする。
IUMRSのイベントでは，IUMRS会長が入っても良いが，その都度判断(イベント規定
にもよる)する。

2022年度以降(暫定)

令和4年度活動報告



受賞者数25名
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第32回日本MRS年次大会奨励賞受賞者一覧
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第32回日本MRS年次大会奨励賞受賞者一覧（つづき）

その他、ダイジェストの提出・ MRS-J Bulletinの公開につき以下が確定した。
・ダイジェストの提出は必須で、第31回同様、11⽉初旬を締切とする。
・ただし、受賞者が希望する場合は、MRS-J Bulletinへの掲載を最⼤1年間延期できるものとする。 
・MRS-J Bulletinの公開は、年度内に実施する。

令和4年度活動報告



国立高専機構―日本MRS連携推進委員会 連携推委員長 佐藤貴哉

2022年 第32回日本MRS年次大会

O : 社会実装材料研究シンポジウムを企画した。
発表ペーパー数＝22件
奨励賞受賞数＝2件

2022年 予算 16万円 執行額 ０円

2022年度

令和4年度活動報告



第32回年次⼤会委員会 ⼿嶋理事・吉⽮理事

2021国籍
1 France
13 India
616 Japan
1 Serbia
2 Thailand
1 Vietnam

テーマ：Afterコロナウイルス時代へ向けたマテリアルズイノベーションの展開：
データ科学と実験・理論・計算の相補的連携

主  催： 日本MRS
会  期： 2022年12月5日（月）～7日（水）
会  場： リアル開催（ 産業貿易センター ・ 波止場会館 ）
シンポジウム数： 16件
発表件数： 611件（口頭： 350件、ポスター： 261件）
参加者数： 781名（内、海外から11名）
企業展示：4社、広告掲載：3社(シンポ：3社)、シンポ協賛：10社（or団体）、シンポ後援：4団体

参考） 2021年度

シンポジウム数: 16

発表件数：524件（口頭：320 件、ポスター：204件） 参加者数：625名（内、海外からXX名）

企業展示：0社、広告掲載：1社(シンポ：1社)、シンポ協賛：0社  

参考） 2020年度

シンポジウム数: 15（内、国際シンポ4、他、オンライン開催によるキャンセル1）

発表件数：576件（口頭：381 件、ポスター：195件） 参加者数：664名（内、海外から38名）

企業展示：0社、広告掲載：2社(シンポ：2社)、シンポ協賛：1社

特別講演
12月5日 「金属人工格子ルネサンス」高梨 弘毅＠日本原子力研究開発機構
12月6日 「微細プラスチックと海洋汚染問題」日向 博文＠愛媛大学
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The 5th International Union of Material Research Societies                     
International Conference of Young Researchers on Advanced Materials

August 3-6, 2022,                                          
Centennial Hall, Kyushu University 

Onsite & Online Hybrid

・ICYRAM2022を
九大医学部百年記念講堂に
て行った。
・11シンポジウム
・3つのプレナリー
・３つのaward
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ICYRAM2022 参加者︓435⼈（内、海外から99⼈）
現地参加者︓230⼈（内、海外から30⼈）

講演総数︓376件
内訳︓プレナリー︓3件, オーラル︓273件, ポスター︓100件

435

Total Participants
On-siteOnline

people
376

Total Presentations

OralPoster

papers

Country/Region

22
countries

JapanOverseas

1 Japan 336

2 United State 13
3 Canada 1

4 United Kingdom 14
5 Russia 2
6 France 6
7 Germany 2
8 Italy 2
9 Norway 1
10 Slovenia 1
11 Swizerland 1
12 Israel 1

13 Korea 13
14 Indonesia 1
15 India 3
16 Taiwan 8
17 Malaysia 1
18 China 17
19 Hong Kong 2
20 Singapore 1
21 Thailand 5

22 Australia 4

参加者国別

・コロナ禍でハイブリッド開催
・半数以上のが現地参加を選択

参加者にとっても、久しぶりの現地での会
議の場となった。
・多くのシンポで、目標講演者数を達成

・シンポジウムオーガナイザーが参加者
を募りやすい環境を整備
・会議中、OnlineとOnsiteの参加者の交
流の場としてSlackを活用
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MRM2023/IUMRS-ICA2023の開催準備について 白谷理事・鈴木顧問

https://mrm2023.jmru.org/
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HPの更新随時 Updated

・Call for Abstractを開始 2023.2.28。

・終了は2023.5.31で、再延長なし。
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